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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第１四半期
連結累計期間

第86期
第１四半期
連結累計期間

第85期

会計期間
自2023年１月１日
至2023年３月31日

自2024年１月１日
至2024年３月31日

自2023年１月１日
至2023年12月31日

売上高 (百万円) 13,390 13,762 36,280

経常利益 (百万円) 2,492 2,899 4,164

親会社株主に帰属する四半期

(当期)純利益
(百万円) 1,723 2,005 3,141

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,154 2,840 4,209

純資産額 (百万円) 19,367 23,364 21,028

総資産額 (百万円) 40,050 47,316 41,917

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 143.62 168.04 263.12

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) - - -

自己資本比率 (％) 48.4 49.4 50.2

(注)1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

2. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

3. １株当たり四半期（当期）純利益の算定上の基礎となる自己株式数には、従業員持株会信託型ESOPの信託口が保

有する当社株式を含めております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、2024年４月１日付で、グループ内の経営資源を集約し、周辺事業領域への業容拡大を促進するため、当社を

吸収合併存続会社、当社の連結子会社である荏原実業パワー㈱を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行っておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（2024年１月１日から2024年３月31日）におけるわが国経済は、堅調な企業業績を背

景に設備投資や雇用・所得環境の改善が進み、緩やかな回復が見られました。一方で、物価の高騰、円安、金融政

策の変更や海外経済の減速などによる下振れリスクも存在し、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いてお

ります。

当社を取り巻く環境装置機械業界においては、資機材の供給不足や原材料価格上昇の影響は残るものの、公共分

野では水インフラ設備の更新・整備需要や雨水排水施設などの防災・減災需要が安定的に推移し、民間分野では設

備投資が堅調に推移しております。

このような事業環境のもと、当社グループは以下を基本的方針とし、特に「防災・減災」、「蓄電池」、「水

産」の３つを注力領域として、企業価値の向上を目指しております。

 

・ 新事業の創出・新製品開発の加速

・ 事業領域の拡大

・ 安定的収益基盤の確立

 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の受注高は10,065百万円（前年同期比42.5％増）、売上高は13,762百

万円（前年同期比2.8％増）、営業利益は2,846百万円（前年同期比14.8％増）、経常利益は2,899百万円（前年同期

比16.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,005百万円（前年同期比16.4％増）となりました。

なお、当社グループは売上高に占める官公庁の割合が高いことから、通常の営業形態として第１四半期連結会計

期間に計上される売上高割合が高く、一方で販売費及び一般管理費は年間を通じてほぼ均等に発生するため、利益

が第１四半期連結会計期間に偏るという季節的な変動があります。

 

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は47,316百万円となり、前連結会計年度末と比べ5,398百万円の増

加となりました。当社グループの売上高は、例年、地方自治体の年度末にあたる３月に集中する傾向があり、受取

手形、売掛金及び契約資産が4,088百万円増加したこと、また、保有株式の時価上昇に伴い投資有価証券が1,204百

万円増加したこと等が主な要因であります。

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は23,952百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,062百万円の増

加となりました。資産合計と同様の理由により、支払手形及び買掛金が3,357百万円増加した一方で契約負債が

1,254百万円減少したこと、また、賞与引当金377百万円を計上したこと、投資有価証券の時価評価に係る繰延税金

負債が330百万円増加したこと等が主な要因であります。

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は23,364百万円となり、前連結会計年度末と比べ2,335百万円の

増加となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により2,005百万円増加したこと、保有株式の時価上

昇に伴いその他有価証券評価差額金が835百万円増加したこと、一方で、剰余金の配当により508百万円減少したこ

と等が主な要因であります。

 

セグメントごとの状況は、次のとおりであります。

 

メーカー事業

環境関連製品の製造・販売を手掛ける当セグメントの受注高は、半導体製造装置向けオゾンモニタの需要が停滞

するとともに感染症対策製品の需要が減少した一方で、脱臭設備・資材や陸上養殖設備などの需要が増加したこと

により、セグメント全体では前年同期比10.5％増の1,996百万円となりました。売上高は、脱臭設備・資材や陸上養

殖設備などが堅調であったものの、感染症対策製品の減少により15.9％減の2,160百万円となりました。セグメント

利益は、売上高の減少に伴い前年同期比25.6％減の531百万円となりました。
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エンジニアリング事業

上下水道向けの設計・施工を手掛ける当セグメントにおいては、水インフラ設備の更新・整備需要に加えて、雨

水排水施設などの防災・減災需要が安定的に推移しており、受注高は、前年同期比84.3％増の5,150百万円となりま

した。売上高は、資機材の供給不足による工事進捗の遅れなどの影響が若干残るものの、高水準の期首受注残高が

売上計上され、前年同期比10.5％増の7,724百万円となりました。セグメント利益は、売上高の増加に伴い前年同期

比34.2％増の1,954百万円となりました。
 

商社事業

主にポンプ、冷凍機、空調機器などを商社として販売する当セグメントにおいては、機器の納期長期化が継続す

るなど不透明な要素は残るものの、民間分野の設備投資は堅調に推移しております。受注高は、半導体関連工場な

どの設備投資に伴う需要増加を受け、前年同期比18.5％増の2,917百万円となりました。売上高は、受注残高が順調

に売上計上され、前年同期比1.2％増の3,877百万円となりました。セグメント利益は、売上高の増加に伴い前年同

期比15.3％増の691百万円となりました。

 

当第１四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比(％)

メーカー事業 1,996 110.5 3,948 105.3

エンジニアリング事業 5,150 184.3 18,975 133.7

商社事業 2,917 118.5 4,799 96.3

合計 10,065 142.5 27,723 120.9

 

(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は177百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(2024年５月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,930,000 12,930,000
東京証券取引所
プライム市場

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式
単元株式数100株

計 12,930,000 12,930,000 - -

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

2024年１月１日～
2024年３月31日

- 12,930,000 - 1,001 - 831

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2023年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  - - －

議決権制限株式(自己株式等)  - - －

議決権制限株式(その他)  - - －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 965,000 -
権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式
単元株式数100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,954,700 119,547 同上

単元未満株式 普通株式 10,300 - 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  12,930,000 - －

総株主の議決権  - 119,547 －

(注) 従業員持株会信託型ESOPの信託口が2023年12月31日現在において保有する当社株式30,100（議決権の個数301個）に

ついては、「完全議決権株式(その他)」に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

荏原実業株式会社
東京都中央区銀座
七丁目14番１号

965,000 - 965,000 7.46

計 - 965,000 - 965,000 7.46

(注) 従業員持株会信託型ESOPの信託口が2023年12月31日現在において保有する当社株式30,100株は、上記自己株式には

含めておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2024年１月１日から2024

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2024年１月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,497 14,826

受取手形、売掛金及び契約資産 ※ 14,273 ※ 18,361

商品及び製品 1,285 1,110

仕掛品 371 364

未成工事支出金 130 50

原材料及び貯蔵品 536 575

その他 270 238

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 31,364 35,525

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,801 3,809

減価償却累計額 △2,130 △2,156

建物及び構築物（純額） 1,671 1,652

機械装置及び運搬具 215 215

減価償却累計額 △175 △178

機械装置及び運搬具（純額） 40 37

工具、器具及び備品 767 777

減価償却累計額 △648 △661

工具、器具及び備品（純額） 119 115

土地 1,356 1,356

建設仮勘定 3 15

その他 34 34

減価償却累計額 △4 △5

その他（純額） 29 28

有形固定資産合計 3,220 3,206

無形固定資産 95 88

投資その他の資産   

投資有価証券 5,889 7,093

保険積立金 429 441

投資不動産（純額） 646 641

繰延税金資産 58 126

その他 318 297

貸倒引当金 △104 △104

投資その他の資産合計 7,237 8,496

固定資産合計 10,553 11,790

資産合計 41,917 47,316
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 12,588 ※ 15,946

短期借入金 1,010 1,010

１年内返済予定の長期借入金 80 80

未払法人税等 838 1,043

未払消費税等 275 480

契約負債 3,132 1,878

賞与引当金 - 377

工事損失引当金 25 6

その他 1,049 954

流動負債合計 19,000 21,776

固定負債   

繰延税金負債 1,247 1,577

役員退職慰労引当金 158 158

退職給付に係る負債 260 240

その他 222 198

固定負債合計 1,889 2,175

負債合計 20,889 23,952

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,001 1,001

資本剰余金 844 844

利益剰余金 17,814 19,305

自己株式 △1,943 △1,933

株主資本合計 17,717 19,218

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,294 4,129

退職給付に係る調整累計額 17 15

その他の包括利益累計額合計 3,311 4,145

純資産合計 21,028 23,364

負債純資産合計 41,917 47,316
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 ※ 13,390 ※ 13,762

売上原価 9,201 9,112

売上総利益 4,188 4,649

販売費及び一般管理費 1,710 1,803

営業利益 2,478 2,846

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 24 29

投資不動産賃貸料 24 25

その他 2 14

営業外収益合計 51 69

営業外費用   

支払利息 1 1

不動産賃貸費用 9 11

支払手数料 24 -

その他 2 2

営業外費用合計 38 16

経常利益 2,492 2,899

税金等調整前四半期純利益 2,492 2,899

法人税、住民税及び事業税 903 999

法人税等調整額 △134 △106

法人税等合計 768 893

四半期純利益 1,723 2,005

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,723 2,005
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

四半期純利益 1,723 2,005

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 428 835

退職給付に係る調整額 2 △1

その他の包括利益合計 431 834

四半期包括利益 2,154 2,840

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,154 2,840

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(追加情報)

従業員持株会信託型ESOP

当社は、2021年４月20日開催の取締役会において、「従業員持株会信託型ESOP」(以下「本制度」という。) の導入

に伴う第三者割当による自己株式の処分（以下「本自己株式処分」という。）について決議いたしました。

本制度は、「荏原実業社員持株会」(以下「持株会」という。) に加入する当社グループ従業員（以下「対象従業

員」という。）を対象といたします。そして、対象従業員のうち、一定要件を充足する者を受益者とする「従業員持

株会信託 (他益信託)」(以下「持株会信託」という。) を設定いたしました。

持株会信託は、信託契約後約５年にわたり持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を、銀行借入により調達し

た資金で一括して取得いたしました。なお、当社は、持株会信託の当該借入に対し、保証を行っております。

本制度では、持株会による当社株式の取得は持株会信託からの買付けにより行います。持株会による当社株式の取

得を通じ、持株会信託に売却益相当額が累積した場合には、信託終了の際に、これを受益者たる対象従業員に対して

分配いたします。一方、当社株価の下落により持株会信託が借入債務を完済出来なかった場合には、当社が借入銀行

に対して残存債務を弁済いたします。その際、対象従業員がその負担を負うことはありません。なお、当社は2021年

５月12日付で、自己株式60,606株（株式分割後121,212株）を持株会信託へ譲渡しております。

本自己株式処分に関する会計処理については、当社と持株会信託は一体であるとする会計処理をしており、持株会

信託が所有する当社株式や持株会信託の資産及び負債については、四半期連結貸借対照表に含めて計上しておりま

す。

なお、持株会信託が所有する当社株式（自己株式）数及び帳簿価額は、前連結会計年度、株式数30,100株、帳簿価

額74百万円、当第１四半期連結会計期間、株式数26,000株、帳簿価額64百万円であります。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理は、手形交換日等をもって決済処理しております。なお、当四半

期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が四半期連結会計期

間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

受取手形、売掛金及び契約資産

支払手形及び買掛金

158百万円

847

134百万円

595

 

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間（自 2023年１月１日 至 2023年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自 2024年１

月１日 至 2024年３月31日）

※ 当社グループは、売上高の官公庁依存度が高いことから、第１四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計

期間の売上高と比べ著しく高くなっております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
　至 2024年３月31日)

減価償却費 54百万円 59百万円

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間 (自 2023年１月１日 至 2023年３月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月23日
第84期定時株主総会

普通株式 518 42.50 2022年12月31日 2023年３月24日 利益剰余金

(注) 2023年３月23日第84期定時株主総会の決議による配当金の総額には、従業員持株会信託型ESOPの信託口が保有する

当社株式に対する配当金２百万円を含めております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 (自 2024年１月１日 至 2024年３月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年３月26日
第85期定時株主総会

普通株式 508 42.50 2023年12月31日 2024年３月27日 利益剰余金

(注) 2024年３月26日第85期定時株主総会の決議による配当金の総額には、従業員持株会信託型ESOPの信託口が保有する

当社株式に対する配当金１百万円を含めております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間 (自 2023年１月１日 至 2023年３月31日)

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     (単位：百万円)

 報告セグメント

合計
調整額
(注)1

四半期連結損
益計算書計上
額(注)2 メーカー事業

エンジニア
リング事業

商社事業

売上高       

官公庁 1,360 6,683 660 8,705 - 8,705

民間 1,208 307 3,169 4,685 - 4,685

顧客との契約から生じる収益 2,568 6,991 3,830 13,390 - 13,390

その他の収益 - - - - - -

外部顧客への売上高 2,568 6,991 3,830 13,390 - 13,390

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - - - - -

計 2,568 6,991 3,830 13,390 - 13,390

セグメント利益 714 1,456 599 2,771 △292 2,478

(注)1. セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

2. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 (自 2024年１月１日 至 2024年３月31日)

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     (単位：百万円)

 報告セグメント

合計
調整額
(注)1

四半期連結損
益計算書計上
額(注)2 メーカー事業

エンジニア
リング事業

商社事業

売上高       

官公庁 1,263 7,522 991 9,776 - 9,776

民間 897 201 2,886 3,985 - 3,985

顧客との契約から生じる収益 2,160 7,724 3,877 13,762 - 13,762

その他の収益 - - - - - -

外部顧客への売上高 2,160 7,724 3,877 13,762 - 13,762

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - - - - -

計 2,160 7,724 3,877 13,762 - 13,762

セグメント利益 531 1,954 691 3,177 △331 2,846

(注)1. セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

2. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項 (セグメント情報等)」に記載しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年１月１日
　至 2023年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
　至 2024年３月31日)

１株当たり四半期純利益  143円62銭 168円04銭

(算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する四半期純利益 (百万円) 1,723 2,005

普通株主に帰属しない金額 (百万円) - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益

(百万円) 1,723 2,005

普通株式の期中平均株式数 (株) 11,999,567 11,936,496

(注)1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. １株当たり四半期純利益の算定上の基礎となる自己株式数には、従業員持株会信託型ESOPの信託口が保有する当

社株式を含めております (前第１四半期連結累計期間58,300株、当第１四半期連結累計期間26,000株)。

 

(重要な後発事象)

譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分

当社は、2024年４月16日開催の取締役会において、譲渡制限付株式を活用した従業員向けインセンティブ制度（以

下「本制度」という。）を導入するとともに、以下のとおり、自己株式の処分（以下「本自己株式処分」又は「処

分」という。）を行うことについて決議いたしました。

 

1. 処分の概要

(1) 払込期日 2024年８月６日

(2) 処分する株式の種類及び数 当社普通株式 20,560株

(3) 処分価額 １株につき3,535円

(4) 処分価額の総額 72,679,600円

(5) 出資の履行方法 金銭報酬債権の現物出資による

(6) 株式の割当ての対象者及びその人数並び
に割り当てる株式の数

当社の従業員のうち一定の地位にある者
118名 20,560株

(7) その他
本自己株式処分については、金融商品取引法による臨時報告書を提
出しております。

 

2. 処分の目的及び理由

当社は、2024年４月16日開催の取締役会において、当社の一定の地位にある従業員（以下「対象従業員」とい

う。）に対して当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主の皆様との一層の価値

共有を進めることを目的として、本制度を導入することを決議いたしました。

対象従業員は、本制度に基づき当社から支給された金銭債権の全部を現物出資財産として払い込み、当社の普通株

式について発行又は処分を受けることとなります。その１株当たりの払込金額は、各取締役会決議の日の前営業日に

おける東京証券取引所における当社の普通株式の終値（同日に取引が成立していない場合は、それに先立つ直近取引

日の終値）を基礎として当該普通株式を引き受ける対象従業員に特に有利な金額とならない範囲において、取締役会

において決定いたします。

また、本制度による当社の普通株式の発行又は処分にあたっては、当社と対象従業員との間で譲渡制限付株式割当

契約を締結するものとし、その内容としては、①対象従業員は、一定期間、譲渡制限付株式割当契約により割当てを

受けた当社の普通株式について、第三者への譲渡、担保権の設定その他一切の処分を禁止すること、②一定の事由が

生じた場合には当社が当該普通株式を無償で取得することなどが含まれることといたします。

今回は、本制度の目的、当社の業況、各対象従業員の職責の範囲及び諸般の事情を勘案し、各対象従業員の更なる

モチベーションの向上を目的といたしまして、金銭債権合計72,679,600円、普通株式20,560株を付与することといた

しました。また、本制度の導入目的である株主価値の共有を実現するため、譲渡制限期間を４年９か月としておりま

す。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2024年５月10日

荏　原　実　業　株　式　会　社    
 
 　　取　締　役　会　　御　中  

 
 有限責任監査法人トーマツ  

 　　　東　京　事　務　所  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 滝　沢　勝　己  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 服　部　　　理  

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている荏原実業株式会社

の2024年1月1日から2024年12月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2024年1月1日から2024年3月31日ま

で）及び第1四半期連結累計期間（2024年1月1日から2024年3月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、荏原実業株式会社及び連結子会社の2024年3月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

EDINET提出書類

荏原実業株式会社(E01714)

四半期報告書

18/19



・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

(注)1. 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

2. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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